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第 2日目　6月 4日（土）

第1会場　1F　大ホール

9：00 〜 10：30
シンポジウム 2　SY2

	 「心肺蘇生−最新の治療戦略と今後の展望」
	 座長	 帝京大学医学部		救急医学講座	 坂本　哲也
	 	 駿河台日本大学病院		循環器科		心肺蘇生・救急心血管治療	 長尾　　建

SY2-1（D）	 心肺蘇生普及に対する新たな国民的普及戦略
	…………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科	 田中　秀治

SY2-2（E）	 救急搬送資器材種別が病院前心拍再開に与える影響
	…………………………………………………………………………東京消防庁	 三橋　正典

SY2-3（D）	 院外心停止に対する病院前からの脳低温療法の試み
	……………………………… 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 澤野　宏隆

SY2-4（D）	 冷却細胞外液急速静注による脳低温療法導入は，
	 心停止後症候群（PCAS）の予後を改善させるか？

	…………………………… 佐賀県立病院好生館		救命救急センター		救急科	 藤田　尚宏
SY2-5（D）	 低体温療法施行中の循環不全に対する PCPS の効果：J-PULSE-Hypo	Registry から

	…………………………………札幌医科大学医学部救急・集中治療医学講座	 長谷　　守
SY2-6（D）	 ECPR の費用効果分析―SAVE-J 多施設共同研究の結果から―

	…………………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救命救急センター	 渥美　生弘

10：30 〜 12：00
シンポジウム 3　SY3

	 「救急看護師の役割と現状」
	 座長	 聖路加国際病院救命救急センター	 田村富美子
	 	 札幌市立大学看護学部	 菅原　美樹

SY3-1（N）	 当院のドクターカー運用における看護師の取り組み
	……………………… 東京医科歯科大学医学部附属病院		救命救急センター	 小堺　隆寛

SY3-2（N）	 ドクターカーナースに期待される役割		〜救急救命士への調査結果から〜
	…………………………………… ベルランド総合病院		ICU/ 救急センター	 友田　新二

SY3-3（N）	 救急看護師の役割と現状〜救急救命士病院実習における看護実習の現状と課題〜
	…………………………………札幌医科大学附属病院高度救命救急センター	 田口裕紀子

SY3-4（N）	 在宅看護と救急看護師の連携について
	…………………………………………聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院	 藤井美津子

SY3-5（N）	 救急看護師に求められる家族看護		〜追跡研究を行って〜
	…………………………………………………………………健和会大手町病院	 水上華菜子

SY3-6（N）	 当院における救命救急センター看護師の役割と課題
	…………………………………………………………… 市立函館病院		看護局	 河瀬　亨哉

SY3-7（N）	 救急看護師の役割と現状
	………………………………………………………………………札幌市立大学	 渕本　雅昭
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13：30 〜 15：00
シンポジウム 4　SY4

	 「救急医療機関における感染症対策」
	 座長	 大阪府立急性期・総合医療センター	 吉岡　敏治
	 	 千葉大学大学院	医学研究院		救急集中治療医学	 織田　成人

SY4-1（D）	 救急外来におけるバンコマイシン耐性腸球菌保菌の既往がある
	 患者への感染対策について

	…………………………………………………………………健和会大手町病院	 乗井　達守
SY4-2（D）	 救急からの重症治療室入院患者におけるRT-PCR 法を用いた
	 MRSAアクティブサーベイランス

	…………………………………………………………… 市立豊中病院		救急科	 東　　孝次
SY4-3（D）	 当救命救急センターの院内感染対策に対する取り組みとその効果

	…………………………………日本医科大学多摩永山病院救命救急センター	 久野　将宗
SY4-4（D）	 札幌医大高度救命救急センターにおける Infection	Contorol と耐性菌対策

	………………………………… 札幌医科大学医学部		高度救命救急センター	 森　　和久
SY4-5（D）	 強毒型新型インフルエンザパンデミックに対する病院対応策の検討

	……………国立病院機構災害医療センター臨床研究部 /救命救急センター	 小井土雄一
SY4-6（D）	 多職種 ICTスタッフによる定期院内ラウンドがもたらす効果

	………………………………… 順天堂大学医学部附属浦安病院		救急診療科	 井上　貴昭

15：00 〜 16：30
ワークショップ 3　WS3

	 「救急関連 training	course の現状と展望」
	 座長	 伊勢崎佐波医師会病院	 中川　隆雄
	 	 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 甲斐　達朗

WS3-1（N）	 患者急変対応コース for	Nurses の取り組み
	……………………………………………………………獨協医科大学越谷病院	 浅香えみ子

WS3-2（D）	 救急初療T&Aコースの展開：救急外来版からプライマリ・ケア版，小児版まで
	…… 京都府立医科大学大学院医学研究科		救急・災害医療システム学講座	 山畑　佳篤

WS3-3（D）	 救急医療における精神科的評価 PEECコースについて
	……………… 日本臨床救急医学会	自殺企図者のケアに関する検討委員会	 三宅　康史

WS3-4（D）	 Basic	Life	Support	in	Obstetrics
	…………………………社会医療法人財団		董仙会		恵寿総合病院		産婦人科	 伊達岡　要

WS3-5（D）	 本邦におけるABLS（advanced	burn	life	support）コース開催の現状と展望
	…………………………………………… 慶應義塾大学医学部		救急医学教室	 佐々木淳一

WS3-6（D）	 日本ATOM（Advanced	Trauma	Operative	Management）コースの現状と課題
	…………………………………………………九州大学病院救命救急センター	 永田　高志
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第 2会場　1F　特別会議場

9：00 〜 10：30
パネルディスカッション 3　PD3

	 「救急診療における放射線技術の最適化を考える」
	 座長	 広島大学大学院　救急医学	 谷川　攻一
	 	 市立堺病院	 横田順一朗
	

PD3-1（C）	 救急診療における一般撮影の画像処理適正化に関する考察
	………………………………………………………奈良県立医科大学附属病院	 中前　光弘

PD3-2（C）	 マルチスライスCTを用いた救急CT撮影時の最適な画像処理と運用
	……………………………………………… 札幌医科大学附属病院		放射線部	 平野　　透

PD3-3（C）	 外傷全身 CT撮影の技術的問題点と適正化への工夫
	…………………………………………………大阪府立泉州救命救急センター	 藤村　一郎

PD3-4（C）	 救急MRI 検査における最適撮像シーケンスに関する検討
	……………………………………………… 札幌医科大学附属病院		放射線部	 鈴木　淳平

PD3-5（C）	 救急MRI 撮像の安全確保への技術
	………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院		中央放射線部	 田所　秋宏

PD3-6（C）	 血管造影検査・IVRにおける画像情報と被曝線量最適化の検討
	………………………………………………………順天堂大学附属順天堂医院	 堂領　和彦

10：30 〜 11：00
教育講演 7　EL7

	 「ドクターヘリ今後の展望」
	 	 川崎医科大学		名誉教授	 小濱　啓次
	 司会	 東京消防庁		救急部長	 荒井　伸幸

11：00 〜 11：30
教育講演 8　EL8

	 「救急救命士の社会的役割〜救急救命士法施行から 20年を振り返って〜」
	 	 日本私立学校振興・共済事業団		東京臨海病院	 山本　保博
	 司会	 医療法人恵仁堂丸茂病院	 丸茂　裕和

11：30 〜 12：00
教育講演 9　EL9

	 「DMATとそのはたらき」
	 	 国立病院機構		災害医療センター		名誉院長	 辺見　　弘
	 司会	 帝京平成大学		健康メディカル学部		救急救命士コース	 小林　國男
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13：30 〜 15：00
パネルディスカッション 4　PD4	座長

	 「臓器移植法改正と救急医療機関での取り組み」
	 座長	 日本医科大学附属病院		高度救命救急センター	 横田　裕行
	 	 東海大学医学部		専門診療学系		救命救急医学	 猪口　貞樹

PD4-1（D）	 小児脳死判定の現状
	…………………………………………………国立成育医療研究センター病院	 問田　千晶

PD4-2（D）	 急性期疾患の終末期医療の指針を作成して
	………………………………………………………………聖マリア病院救急科	 瀧　　健治

PD4-3（D）	 救急における組織移植の延長としての脳死臓器移植医療
	………………………………………… 札幌医科大学		高度救命救急センター	 栗本　義彦

PD4-4（D）	 脳死下臓器提供に関する職種間格差と院内勉強会の影響
	 ―厚生労働省科学研究費補助金	病院意識調査を元に―

	………………………………………………… 名古屋第二赤十字病院		救急部	 花木　奈央
PD4-5（D）	 臓器移植法改定に基づく院内臓器提供対応シミュレーション訓練の経験

	………… 横浜市立大学付属市民総合医療センター		高度救命救急センター	 豊田　　洋

15：00 〜 16：30
ワークショップ 4　WS4

	 「救命救急センターに関する諸問題―現状と今後の展望」
	 座長	 久留米大学医学部		救急医学	 坂本　照夫
	 	 東京医科大学八王子医療センター		特定集中治療部	 池田　寿昭

WS4-1（D）	 救命救急センターの整備の現状と課題
	……………………………………財団法人救急振興財団救急救命東京研修所	 田邉　晴山

WS4-2（D）	 地方の救命センターにおける現状と今後の展望
	………………………………………… 和歌山県立医科大学		救急集中治療部	 岩崎　安博

WS4-3（D）	 新規 ER型救命救急センターの限界と問題点
	………………………………………… 横浜市立市民病院		救命救急センター	 伊巻　尚平

WS4-4（C）	 救命センターから他院への転院調整が円滑に進まない要因の分析
	…………………… 大阪大学医学部附属病院		保健医療福祉ネットワーク部	 福森　優司

WS4-5（D）	 地方の救命救急センターに搬送されてきた心肺停止患者の背景変化と今後の課題
	…………………………………………………………… 麻生飯塚病院		救急部	 出雲　明彦

WS4-6（D）	 患者をいかに断るか？
	………………………神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター	 有吉　孝一
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第 3会場　1F　中ホールA

9：00 〜 11：00
委員会企画

	 「多職種連携委員会」―救急医療における各職種の役割
	 座長	 東京女子医科大学附属八千代医療センター	 石川　雅健
	 	 沖縄県立中部病院	 宮城　良充

多職種 -1（N）	 看護師の役割から多職種連携の可能性を考える
	………………………………………………… 獨協医科大学越谷病院		看護部	 浅香えみ子

多職種 -2（E）	 救急医療における多職種連携の必要性	〜病院勤務救急救命士の立場から考える〜
	………………………………………愛知医科大学病院高度救命救急センター	 小澤　和弘

多職種 -3（C）	 救急医療における薬剤師の役割
	…………………………………………………………… 広島大学病院		薬剤部	 畝井　浩子

多職種 -4（C）	 救急医療における多職種の専門性（あるいは役割）診療放射線技師の立場から
	………………………………… 医療法人社団誠和会		白鬚橋病院		放射線科	 渡邊　啓司

多職種 -5（C）	 検査室内の方針が臨床支援に役立った事例
	…………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター		検査室	 福岡　京子

多職種 -6（C）	 高度救命救急センターにおける臨床工学技士の役割と必要性
	…………………………………………… 札幌医科大学附属病院		臨床工学部	 加藤　　優

多職種 -7（C）	 救急医療センターにおけるソーシャルワーカーの役割
	 〜ソーシャルワーク援助の現状と課題〜

	……………………………………………………………………神戸赤十字病院	 水溜丹都子
多職種 -8（D）	 救急医療における多職種連携

	……………………… 国立病院機構		大阪医療センター		救命救急センター	 定光　大海

12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 6　LS6	 共催：ファイザー株式会社

	 「救急感染症塾	for	ER」
	 特別発言　救急感染症塾について	 東京医科大学		救急医学講座	 太田　祥一
	 救急領域における耐性菌管理〜MDRP，MDRA，cMRSAを含めて〜
	 	 東邦大学医学部		微生物・感染症学講座	 舘田　一博
	 司会	 日本私立学校振興・共済事業団		東京臨海病院	 山本　保博

13：30 〜 14：50
特別企画 4　SP4

	 「消防法改正への対応と救急医療体制の整備」
	 座長	 藤田保健衛生大学医学部救急科	 野口　　宏

SP4-1（C）	 改正消防法への対応状況について
	…………………………………………………総務省消防庁消防庁救急企画室	 松元　照仁

SP4-2（D）	 傷病者の搬送及び受入れに関する実態調査
	………………………………………………………山形県立救命救急センター	 森野　一真
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SP4-3（D）	 東京都の新たな取り組み「脳卒中救急搬送体制」と「東京ルール」
	……………………………………… 医療法人社団誠和会		白鬚橋病院		院長	 石原　　哲

SP4-4（D）	 消防法改正への地方における対応と浮かび上がった課題	―青森からの報告―
	…………………………… 弘前大学大学院医学研究科		救急・災害医学講座	 浅利　　靖

SP4-5（E）	 札幌市消防局における消防法改正への対応
	………………………………………………………………………札幌市消防局	 岡本　征仁

15：00 〜 15：40
一般演題

	 「救急搬送基準」
	 座長	 岐阜大学医学部		医療管理講座		救急・災害医学分野	 小倉　真治

O-344（D）	 神戸市内 9区別の救急搬送・医療機関受入における問題点
	…………………………………………………神戸大学医学部附属病院救急部	 中尾　博之

O-345（D）	 栃木県傷病者搬送受け入れ基準実施後の足利市救急搬送の現状
	…………………………………………… 足利赤十字病院		救命救急センター	 小川　理郎

O-346（D）	 岡山県北西部中山間地の二次医療圏における救急搬送の受け入れ状況
	…………………………………… 社会医療法人緑壮会		金田病院		救急総括	 木下　公久

O-347（D）	 救命救急センターにおける搬送基準の検証
	…………………………………………………………… 昭和大学	救急医学科	 福田賢一郎

O-348（E）	 円滑な救急受入体制を目指して	〜浜松市おける取り組みと今後の課題〜
	………………………………………… 浜松市消防局		西消防署		湖東出張所	 安間　勇人

15：40 〜 16：28
一般演題

	 「救急救命士の処置範囲・再教育 2」
	 座長	 川口市立医療センター		救命救急センター	 中野　公介

O-349（E）	 消防署内におけるシミュレーション学習を効果的にするトレーニングマップの開発
	……………………………………………………………埼玉県八潮市消防本部	 冨田　忠彦

O-350（E）	 消防署内におけるノンテクニカルスキルトレーニング（NTS）の設計
	……………………………………………………………埼玉県蓮田市消防本部	 前田　淳一

O-351（E）	 シンシナティ病院前脳卒中スケール（CPSS）を用いた脳卒中判断の精度と限界
	…………………………………………………………………………東京消防庁	 若菜　　繁

O-352（D）	 医師臨場時の救急救命士の処置範囲について
	………………………………… 国立病院機構災害医療センター		臨床研究部	 近藤　久禎

O-353（D）	 これからの救急救命士に対するシミュレーション・トレーニングのあり方
	…………………………………………… 獨協医科大学越谷病院		救急医療科	 杉木　大輔

O-354（D）	 救急救命士が行う静脈路確保の技術力維持・向上のために必要な再研修項目の調査
	……………………………………… 北九州市立八幡病院		救命救急センター	 伊藤　重彦
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第 4会場　1F　中ホールB

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「災害時多職種連携 1」
	 座長	 日本医科大学附属多摩永山病院		救命救急センター	 二宮　宣文

O-355（N）	 日本 DMAT薬剤師は今こそ団結する必要がある
	…………………………………………………北里大学病院救命救急センター	 梶山　和美

O-356（C）	 災害時に薬剤師は何ができるか？　〜過去の事例・活動内容からの検討〜
	…………………………………………… 日本医科大学千葉北総病院		薬剤部	 渡邉　暁洋

O-357（C）	 災害時における診療放射線技師の役割
	…………… 独立行政法人		国立病院機構	災害医療センター		中央放射線部	 北川　智彦

O-358（C）	 現場救護所におけるX線撮影運用についての検証
	……………………… 兵庫県災害医療センター／神戸赤十字病院		放射線課	 中田　正明

O-359（C）	 災害医療における検査体制の構築
	………………………………………… 大阪府三島救命救急センター		検査科	 竹下　　仁

9：40 〜 10：20
一般演題

	 「災害時多職種連携 2」
	 座長	 社会医療法人財団		池友会		福岡和白病院	 冨岡　譲二

O-360（C）	 災害急性期における救急救命士のトリアージについて
	…………………………………………… 東亜大学医療学部		救急救命コース	 中田　敬司

O-361（D）	 ヘリ搬送拠点におけるDMATと自衛隊の連携
	………………………… 国立病院機構仙台医療センター		救命救急センター	 山田　康雄

O-362（D）	 YMAT（横浜救急医療チーム）の活動現況と問題点
	……………… 横浜市立大学市民総合医療センター		高度救命救急センター	 小菅　宇之

O-363（D）	 Japan	Medical	Association	Team	（JMAT）
	……………………………………………………日本医師会総合政策研究機構	 永田　高志

O-364（D）	 マスギャザリングとしてのにっぽんど真ん中祭りにおける医療活動―第二報―
	……………………………… 愛知医科大学医学部		地域救急医療学寄附講座	 井上　保介

10：20 〜 11：00
一般演題

	 「災害時多職種連携 3」
	 座長	 日本医科大学高度救命救急センター	 布施　　明

O-365（D）	 大量患者収容時のアクションカード使用の試み
	…………………………………………… 横浜市立みなと赤十字病院		救急部	 伊藤　敏孝

O-366（D）	 災害時の病院緊急体制構築のための取り組み
	………………………………… 国立病院機構九州医療センター		救急救命科	 小林　良三

O-367（D）	 アクションカードを主軸とした院内多数傷病者受入訓練の経験
	………………………… 兵庫医科大学	救急・災害医学，救命救急センター	 久保山一敏
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O-368（D）	 当院における多職種からなる災害医療学習会チームの活動と成果
	………………………………………………………… 名古屋記念病院		救急部	 武内　有城

O-369（D）	 多職種により組織された消防団メディカルサポート隊の活動と
	 災害時における今後の展望

	………………………………………………… 医療法人醫王会		緑の街診療所
	 （札幌市豊平消防団メディカルサポート隊）	 鈴木　研一

11：05 〜 11：45
一般演題

	 「放射線」
	 座長	 救急救命東京研修所	 田邉　晴山

O-370（D）	 血管塞栓術にて止血した大網出血の 2例
	…………………………… 京都第二赤十字病院		救命救急センター		救急部	 篠塚　　健

O-371（D）	 診療放射線技師への救急診療に関する理解と普及
	…………………………………… 済生会横浜市東部病院	救命救急センター	 船曵　知弘

O-372（D）	 消化器領域の動脈損傷に対する IVR
	………………………………………………………… 愛知医科大学		放射線科	 亀井　誠二

O-373（D）	 京大病院におけるMRI 室急変時対応練習会の取り組み
	……………………………………… 京都大学医学部附属病院		放射線診断科	 山本　　憲

O-374（D）	 死後の画像診断（Autopsy	Imaging：	Ai）による死因追求の試み
	……………………………………………………… 富士吉田市立病院		救急科	 前田　宜包

13：30 〜 14：18
一般演題

	 「ER諸問題―健康」
	 座長	 医療法人財団		緑秀会		田無病院	 上田　守三

O-375（D）	 救急隊員の勤務状況とストレス
	 ―第 7報　勤務状況について職種間での比較―

	………………………………………………杏林大学	保健学部		救急救命学科	 和田　貴子
O-376（C）	 救急隊員の勤務状況とストレス
	 ―第 8報	仕事のストレス要因について職種間での比較―

	…………………………………………………杏林大学	大学院		保健学研究科	 神山麻由子
O-377（D）	 救急隊員の勤務状況とストレス
	 ―第 9報	ストレス反応と緩衝要因について職種間での比較―

	………………………………………… 杏林大学		医学部		衛生学公衆衛生学	 岡本　博照
O-378（N）	 プリセプティのストレスとプリセプターが考えるプリセプティのストレス
	 ―全看護単位と救急センターの比較―

	………………………………………………………………東海大学八王子病院	 志村かお里
O-379（E）	 救急救命士の健康に関する調査 5年間の比較について

	………………………………………… 鳥取県西部広域行政管理組合		消防局	 渡辺　勝也
O-380（E）	 消防職員の健康管理，ストレス調査及び抑うつ傾向に関する
	 平成 21 年度調査結果について	―階級間の比較―

	………………………………………… 鳥取県西部広域行政管理組合		消防局	 笹鹿　泰之
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14：23 〜 15：03
一般演題

	 「救急搬送 4」
	 座長	 市立函館病院		救命救急センター	 武山　佳洋

O-381（E）	 救急救命士養成過程学生における救急終末期医療に関する意識調査
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 高山　祐輔

O-382（D）	 高齢化社会における地域の救急医療
	………………………………………………… 市立室蘭総合病院		救急診察室	 東海林哲郎

O-383（D）	 ドクターヘリ補完事業のドクターカー運用について
	………………………………………… 公立豊岡病院		但馬救命救急センター	 岡本有紀子

O-384（D）	 ドクターヘリ出動時における，ドクターカー方式搬送に関する検討
	 〜君津ドクターヘリにおける事案をもとに

	……………………………………………… 君津中央病院		救急・集中治療科	 水野　光規
O-385（D）	 島根県ドクターヘリのめざすもの

	………………………………………………… 島根県立中央病院		救命救急科	 松原　康博

15：08 〜 15：56
一般演題

	 「救急搬送 5」
	 座長	 島根県立中央病院		救命救急科	 松原　康博

O-386（D）	 視覚的オンラインメディカルシステムの実用化	―救急隊員へのアンケートを含めて―
	……………………………………………………………………横須賀共済病院	 鈴木　淳一

O-387（E）	 モバイル・テレメディシン・システムを導入して
	…………………………………………………………熊本県山鹿植木消防本部	 宮路　敏史

O-388（N）	 一般救急車から 12 誘導心電図送信が可能なユビキタスECGシステムの有用性
	……………………………………………… 福井大学医学部附属病院		看護部	 江守　直美

O-389（E）	 プレホスピタルケアにおける通信指令センターの役割
	………………………………………………………………………熊本市消防局	 冨永　貴文

O-390（E）	 覚知段階からの病院連絡の有用性
	……………………………………………… 富良野広域連合		上富良野消防署	 落合　　正

O-391（D）	 救急医療情報センターの充実への取り組み：
	 救急搬送情報共有システム（ETIS）の導入とその評価

	……………………………………………………愛知県救急医療情報センター	 野口　　宏
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第 5会場　1F　107 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「救急関連・トレーニングコース・その他 1」
	 座長	 金沢大学大学院		医学系研究科		血液情報発信学		救急医学講座	 稲葉　英夫

O-392（D）	 学生教育における当院での試み
	………………………………………… 近畿大学医学部附属病院		救急医学科	 太田　育夫

O-393（N）	 一般社団法人横浜ACLS でのTraining	Course の現状と展望
	…………………………………………………………一般社団法人横浜ACLS	 奈良　和恵

O-394（D）	 内科救急・ICLS 講習会（JMECC）の現状と課題
	………………………………………藤沢市民病院	救命救急センター		救急科	 阿南　英明

O-395（D）	 メディカルコントロール協議会主催で行う救急隊員心肺蘇生コース
	………………………………………………………… 小田原市立病院		救急科	 関　　知子

O-396（N）	 AHA− BLS ヘルスケアプロバイダーコース受講前後における意識変化について
	………………………………………………………………………昭和大学病院	 迫田　典子

9：45 〜 10：25
一般演題

	 「救急関連・トレーニングコース・その他 2」
	 座長	 京都府立医科大学		救急医療学教室	 山畑　佳篤

O-397（D）	 トレーニングコースだけでは救急医療の質向上をもたらさない
	…………………………………………… 獨協医科大学越谷病院		救急医療科	 杉木　大輔

O-398（D）	 救急関連 training	course を有意義なものにするために
	………………………………………………………………… 飯塚病院		救急部	 中塚　昭男

O-399（D）	 ユニークかつ有用な救急関連トレーニングコース
	…………………………………………………大分大学	医学部		救急医学講座	 重光　　修

O-400（N）	 消防職員における「熱傷」教育の必要性とその一考察
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 中山　洋子

O-401（D）	 福井大学における「緊急被ばく医療に強い救急総合医養成」の試み
	……………………………………………………… 福井大学附属病院		救急部	 木村　哲也

10：30 〜 11：10
一般演題

	 「救急関連・トレーニングコース・その他 3」
	 座長	 浜松医科大学		救急医学講座	 青木　克憲

O-402（N）	 シミュレーション学習プログラムにおいて教育効果を上げる方法論の検討
	…………………………………… 獨協医科大学越谷病院	救命救急センター	 川合いずみ

O-403（E）	 学校におけるアクションカードを使用した応急手当講習の
	 標準化を目指す取り組み〜BLS ＋（Plus）

	……………………………………………………………………出雲市消防本部	 吉井　友和
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O-404（C）	 小学校における心肺蘇生法教育の実施とその効果について
	…………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科	 千田いずみ

O-405（C）	 英語科授業でBLS 教育
	 ―『CPR講習＋α』の構成により，受講者の再受講促進につなげる―

	…………………………………………… 平安女学院中学校高等学校		英語科	 和氣　依子
O-406（D）	 岡山大学医学部学生に対する救急臨床実習前トレーニングの試み

	…………………………………………………………… 岡山大学病院		救急科	 平山　敬浩

12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 7　LS7	 共催：大正富山医薬品株式会社

	 「救急・集中治療領域における抗菌薬の適正使用」
	 	 名古屋大学大学院医学系研究科		救急・集中治療医学分野	 松田　直之
	 司会	 慶應義塾大学		名誉教授	 相川　直樹

13：30 〜 14：10
一般演題

	 「多職種連携 5」
	 座長	 聖隷三方原病院		救命救急センター	 岡田　眞人

O-407（D）	 急性心筋梗塞患者でのDoor-to-balloon	inflation 短縮への取り組み
	………………………………………………………… 公立陶生病院		循環器科	 中島　義仁

O-408（D）	 地域教職員，救急隊員との連携による学校でのアナフィラキシーショック対策
	…………………………………………………… 飯塚病院		救命救急センター	 鮎川　勝彦

O-409（D）	 脳神経と精神の臨床救急を支える多職種連携の試み
	………………………… 関西医科大学附属滝井病院		高度救命救急センター	 岩瀬　正顕

O-410（E）	 救急医療に関する多職種連携〜市民マラソン大会救護での試み〜
	……………………………………………………………………草加市消防本部	 浅井　厚紀

O-411（D）	 ライフセーバーが参画した水辺の救急医療システムを構築する意義
	…………………………………………………東海大学	医学部		救命救急医学	 中川　儀英

14：15 〜 15：03
一般演題

	 「多職種連携 6」
	 座長	 武蔵野赤十字病院		救命救急センター	 勝見　　敦

O-412（N）	 救急急性期患者に発生する皮膚トラブルにスキン・ケア回診を開始して
	…………………………… 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 藤田真理子

O-413（N）	 救命救急センターにおける摂食嚥下機能療法への取り組み
	……………………………………………… 昭和大学病院		救命救急センター	 外山　夏子

O-414（C）	 救急認定検査技師制度の必要性について　
	 〜大阪府臨床検査技師会アンケート調査結果を踏まえて〜

	…………………………………… 近畿大学医学部附属病院		中央臨床検査部	 前田　岳宏
O-415（C）	 救命救急センターにおける医師事務作業補助者の業務

	…… 国立病院機構	呉医療センター		中国がんセンター		救命救急センター	 大辻　るみ
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O-416（C）	 職種間連携を重視した緊急輸血体制の構築
	…………………………………… 国家公務員共済組合連合会		舞鶴共済病院	 村上　育子

O-417（N）	 当院における呼吸ケアサポートチーム（RST）活動の現状と今後の課題について
	………………………… 神戸大学医学部附属病院	救急・集中治療センター	 上田　香織

15：08 〜 15：48
一般演題

	 「多職種連携 7」
	 座長	 湘南医療福祉専門学校		救急救命科	 杉山　　貢

O-418（E）	 病院内における救急救命士の関わり
	……………………… 宇治徳洲会病院		臨床工学救急管理室		救急救命士科	 能登路賀一

O-419（E）	 医療と消防（救助隊）の連携		―手術室での活動を経験して
	………………………………………………………………………熊本市消防局	 一村　直樹

O-420（E）	 医療機関で勤務する救急救命士の業務に関するアンケート調査
	…………………………………………………埼玉医科大学国際医療センター	 岸田　全人

O-421（N）	 救急救命士との連携によって得られた効果
	………………………………………………………………………むつ総合病院	 山崎　千鶴

O-422（E）	 「消防ヘリコプター医師同乗システム」及び
	 「救急活動支援医療チーム出場体制」の取り組みについて

	………………………………………………………………………仙台市消防局	 伊藤　敏幸

第 6会場　1F　108 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「感染症対策 1」
	 座長	 順天堂大学医学部		救急災害医学研究室	 射場　敏明

O-423（C）	 心臓血管外科手術後のバンコマイシン投与のリスク因子に関する調査
	…………………………………………………… 八尾徳洲会総合病院		薬剤部	 森本　健幹

O-424（C）	 集中治療室および救命病棟入室患者における抗MRSA薬の
	 早期血中濃度に及ぼす	eGFR	の影響について

	…………………………………………………… 京都第二赤十字病院		薬剤部	 上田　和正
O-425（C）	 集中治療室における薬剤師の抗菌薬化学療法処方支援

	…………………………………………………………… 北里大学病院		薬剤部	 小林　昌宏
O-426（C）	 手術後 ICU入室患者における術後感染予防抗菌薬の使用状況について

	………………………………………… 大阪市立大学医学部附属病院		薬剤部	 川口　博資
O-427（D）	 救急外来で敗血症性ショックや重症敗血症患者に対して来院後
	 速やかに抗菌薬を投与するためには何が必要か？

	…………………………………………………………… 飯塚病院		総合診療科	 尾田　琢也
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9：45 〜 10：33
一般演題

	 「感染症対策 2」
	 座長	 秋田大学大学院		医学系研究科		医学専攻病態制御医学系		救急・集中治療医学講座	 多治見公高

O-428（D）	 培養検査にて Pasteurella multocidaが検出された 19 症例の検討
	………………………………… 順天堂大学医学部附属浦安病院		救急診療科	 竹本　正明

O-429（D）	 多剤耐性菌アウトブレイクを契機に当センターで実施した感染対策
	 アウトブレイク後 2年間の事後検証

	……………………………………………… 福岡大学病院		救命救急センター	 西田　武司
O-430（D）	 当院 ERにおける感染性心内膜炎の検討	「発熱診療のピットフォール」

	…………………… 神戸市立医療センター中央市民病院		救命救急センター	 渡邊　伸英
O-431（D）	 小児一次医療機関としての夜間急病センターの役割
	 （7 年間の成績と新型インフルエンザ流行時の対応）

	…………………………………………………札幌市医師会夜間急病センター	 穴倉　廸彌
O-432（D）	 敗血症性DIC 治療におけるリコンビナントトロンボモジュリンの臨床的効果

	……………………… 東京医科歯科大学医学部附属病院		救命救急センター	 牛澤　洋人
O-433（D）	 遺伝子組み換えトロンボモデュリンの敗血症性DIC 患者に対する効果

	……………………………………………… 奈良県立医科大学		救急医学教室	 西尾　健治

10：38 〜 11：18
一般演題

	 「感染症対策 3」
	 座長	 平山病院	 菅井　桂雄

O-434	 スタンダードプレコーションの徹底
	 〜スタッフのモチベーションとスキルを継続させるために〜

	…………………………………………………………………健和会大手町病院	 佐藤　初美
O-435（C）	 救急部門における放射線診療部門の感染予防策について検討

	…………………………………独立行政法人国立病院機構水戸医療センター	 田中　善啓
O-436（D）	 救急・集中治療部医師が取り組む病院感染対策―ICT，NST，RSTを統合したチーム医療の実践―

	……………………………………… 新日鐵八幡記念病院		救急・集中治療部	 海塚　安郎
O-437（D）	 小児症例における人工呼吸器関連肺炎の現状

	…………………………… 国立成育医療研究センター病院		集中治療科	 クナウプ絵美里
O-438（D）	 DPCから見た敗血症へのグラム陰性菌用抗菌薬使用の功罪

	……………………… 社会医療法人	雪の聖母会		聖マリア病院		集中治療科	 財津　昭憲

12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 8　LS8	 共催：第一三共株式会社

	 「救急外来での感染症診療のPitfall」
	 	 手稲渓仁会病院		総合内科・感染症科	 岸田　直樹
	 司会	 千葉大学		名誉教授	 平澤　博之
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13：30 〜 15：30
委員会企画　学校へのBLS教育導入検討委員会

	 第 3回「学校へのBLS導入ワークショップ」
	 座長	 学校へのBLS 教育導入検討委員会		委員長	 田中　秀治

BSL-1（D）	 コンセンサスを準拠した学校教育導入授業の視察結果報告
	……………………… 京都大学		環境安全保健機構		附属健康科学センター	 石見　　拓

BSL-2（C）	 コンセンサスに特化準拠した授業に対する評価〜アンケート調査報告〜
	…………………………………………………………………………国士舘大学	 高橋　宏幸

BSL-3（D）	 学年別，段階別による指導案について
	…………………………………………………………岐阜大学医学部附属病院	 名知　　祥

BSL-4（D）	 指導者育成に対する具体策について
	……………………………………………………………………日本歯科医師会	 松見　秀之

	 特別授業「小学生に対する心肺蘇生授業の概要」
	 座長	 京都大学		環境安全保健機構		附属健康科学センター	 石見　　拓

15：35 〜 16：23
一般演題

	 「熱傷，化学損傷，電撃傷」
	 座長	 社会保険中京病院		救急科	 上山　昌史

O-439（D）	 来院までに長時間を要した重症肺炎患者に起きた気道熱傷の一例
	………………………………………… 東京都立広尾病院		救命救急センター	 中野　智継

O-440（D）	 熱湯による食道熱傷の 1例
	………………………………岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター	 吉田　隆浩

O-441（D）	 Smoke	Inhalation の 1 例
	…………………………………… 船橋市立医療センター		救命救急センター	 三浦　剛史

O-442（D）	 頻脈コントロールにデクスメデトミジンが有用であった小児広範囲熱傷の一例
	…………………………愛知医科大学病院高度救命救急センター救命救急科	 傳　いぶき

O-443（D）	 塩素系洗剤服用後に消化管狭窄を来し再建術を要した 1例
	………………… 独立行政法人国立病院機構熊本医療センター		救命救急部	 山田　　周

O-444（D）	 当施設におけるフッ化水素暴露 8症例の検討
	……………………………………………………………熊本赤十字病院救急部	 加藤　陽一

第 7会場　1F　104・105 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「CPA7」
	 座長	 香川大学医学部附属病院		救命救急センター	 黒田　泰弘

O-445（E）	 久慈ウツタイン研究報告 2010
	……………………………………………………………久慈広域連合消防本部	 中屋敷　亨

O-446（C）	 傾向スコアによるウツタイン様式データの一月後脳機能カテゴリの地域間比較
	……………………… 中部学院大学	リハビリテーション学部理学療法学科	 田久　浩志
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O-447（D）	 1 ヶ月後生存に関与する因子―2009 年相模原市ウツタインデータの多変量解析―
	…………………………………財団法人	救急振興財団		救急救命東京研修所	 尾方　純一

O-448（E）	 札幌市における非心原性院外心肺停止の現状報告
	………………………………………………………札幌市消防局警防部救急課	 岡部　愛彦

O-449（D）	 当院に搬送された救急隊目撃心停止症例の検討
	…………………………………… 岡崎市民病院	救命救急センター・救急科	 中野　　浩

9：45 〜 10：33
一般演題

	 「CPA8」
	 座長	 旭川医科大学病院		救命救急センター	 藤田　　智

O-450（D）	 搬送先病院の医師に指示を要請せずに地域外の救急救命士が気管挿管したDNAR希望の心肺停止患者の 1例
	……………………………… 社会医療法人誠光会草津総合病院		循環器内科	 大西　正人

O-451（D）	 救急隊の自動式除細動器でショックが実施出来ずドクターカーで対応した 3症例の検討
	……………………… 新潟市民病院		救命救急・循環器病・脳卒中センター	 広瀬　保夫

O-452（D）	 バイスタンダーからドクターカーまでの連携により心拍再開に至ったショッピングモール内心停止の 2症例
	……………………………………………… ベルランド総合病院		急病救急部	 芝　　誠次

O-453（C）	 救急医療における病院薬剤師の役割	〜第二岡本病院のCPR現場での取り組み〜
	……………… 社会医療法人		岡本病院（財団）		第二岡本総合病院		薬剤部	 瓦　比呂子

O-454（N）	 心肺蘇生現場における救急看護師の役割と現状	〜救急蘇生標準化教育がもたらす効果と今後の課題〜
	……………………………………… 静岡済生会総合病院		救命救急センター	 湯沢　晃司

O-455（E）	 炭酸飲料を飲用後のCPA患者で気管チューブの先端位置をETCO2で評価することは正しいか？
	……………………………………………………………………所沢市消防本部	 大河原治平

10：38 〜 11：26
一般演題

	 「CPA9」
	 座長	 奈良県立医科大学		救急医学	 奥地　一夫

O-456（E）	 CPA症例で救急隊員が心拍再開と判断する基準
	……………………………………………………………………所沢市消防本部	 志村　　淳

O-457（D）	 地方小規模救急・病院における救命率向上への工夫
	………………………………………………………… 上富良野町立病院		外科	 兼古　　稔

O-458（E）	 埼玉県東部地域MC協議会における現場活動での除細動に関する実態調査
	…………………………………………………………………吉川松伏消防組合	 松丸　直樹

O-459（D）	 小児心肺停止患者に対する病院前救護
	…………………………………………埼玉医科大学総合医療センター小児科	 櫻井　淑男

O-460（D）	 病院前治療におけるドクターカーの現況と有用性の検討―10 年間の使用実績より―
	…………………………………… 日赤和歌山医療センター	救急集中治療部	 千代　孝夫

O-461（D）	 CPA事例の蘇生率を上昇させるために	〜プレホスピタルでの PA連携の可能性〜
	………………………………………………………………市立福知山市民病院	 北川　昌洋
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12：15 〜 13：15
ランチョンセミナー 9　LS9	 共催：株式会社大塚製薬工場

	 「熱波元年〜 2010 年夏の熱中症を検証する〜」
	 	 昭和大学医学部		救急医学講座	 三宅　康史
	 司会	 川崎医科大学		名誉教授	 小濱　啓次

13：30 〜 14：18
一般演題

	 「CPA10」
	 座長	 獨協医科大学越谷病院		救急医療科	 池上　敬一

O-462（E）	 救急車両搭載用のストレッチャー上での胸骨圧迫の有効性について
	………………………………………横浜市消防局		教育課	救急救命士養成所	 藤本　賢司

O-463（D）	 現場から自動心マッサージ器（LUCAS）を使用した症例の検討
	……………………………………… 済生会千里病院		千里救命救急センター	 日宇　宏之

O-464（D）	 AutoPulse の有効性の検討（EtCO2 測定から）
	……………………………… 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 夏川　知輝

O-465（D）	 北九州市消防局救急ワークステーションと連携した救急隊員へのBLS 効果測定
	…………………………… 北九州市立八幡病院		救命救急センター		救急科	 井上　征雄

O-466（E）	 救急車内での胸骨圧迫質向上に関する研究
	…………………………………京都橘大学現代ビジネス学部救急救命コース	 安田　康晴

O-467（N）	 ガイドライン変更に伴う適切な胸骨圧迫の検討
	……………………………… 日本医科大学付属病院	高度救命救急センター	 渡邉　勇輝

14：23 〜 15：11
一般演題

	 「多臓器・集中治療 1」
	 座長	 鳥取大学医学部		救急災害医学分野	 本間　正人

O-468（D）	 当科における重症急性膵炎治療例の検討
	…………………………東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター	 本藤　憲一

O-469（D）	 救急外科疾患における 4臓器以上の多臓器不全の治療成績
	……………………………………………… 北里大学		医学部		救命救急医学	 片岡　祐一

O-470（D）	 多臓器不全に対する持続血液濾過透析（CHDF）の効果―最近経験した 5例の著効例―
	………………………………………………………… 新武雄病院		総合診療科	 堺　　正仁

O-471（N）	 化膿性脊椎炎による四肢麻痺・呼吸麻痺にて障害受容を経た患者における多職種連携の中での看護師の役割
	……………………………………………山梨大学医学部付属病院集中治療室	 小林　明子

O-472（N）	 クリティカルケアにおけるカテコラミンシリンジ交換方法の後ろ向き比較検討
	………………………………………………… 済生会横浜市東部病院		看護部	 土門　映美

O-473（N）	 重傷救急患者に対する水溶性食物繊維，オリゴ糖液を用いた排便コントロールの検討
	…………………………………… 北里大学病院		看護部		救命救急センター	 和知　遼子



日臨救医誌（JJSEM）2011；14：124-82172

15：16 〜 16：04
一般演題

	 「多臓器・集中治療 2」
	 座長	 関西医科大学附属枚方病院		救命救急センター	 北澤　康秀

O-474（D）	 インフルエンザとA群溶連菌の重複感染から血球貪食症候群を来たした一例
	…………………………… 兵庫県立加古川医療センター		救命救急センター	 小野雄一郎

O-475（D）	 アルコール又は薬物の関与が疑われた左下腿重症横紋筋融解症の一例
	…………………………………………………………… 東京警察病院		救急科	 秋元　直彦

O-476（D）	 血清プロカルシトニン異常高値を呈した癒着性絞扼性イレウス術後の悪性症候群の一例
	…………………………… 名古屋市立大学大学院		麻酔・危機管理医学分野	 岡本　泰明

O-477（D）	 長期バルビツレート療法における合併症の検討
	…………………………… 名古屋市立大学大学院		麻酔・危機管理医学分野	 三宅健太郎

O-478（D）	 大腸穿孔汎発性腹膜炎症例におけるトロンボモデュリン投与の効果検討
	………………………… 東邦大学医療センター大森病院		一般・消化器外科	 鈴木　孝之

O-479（D）	 重症救急患者における急性腎障害の早期発見に対する尿中バイオマーカーの有用性
	…………………………… 山口大学医学部附属病院		先進救急医療センター	 笠岡　俊志

第 8会場　2F　小ホール

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「外傷教育 1」
	 座長	 済生会神奈川県病院	 吉井　　宏

O-480（D）	 3D 実体模型を用いた骨盤骨折手術の試み
	……………………………奈良県立医科大学付属病院高度救命救急センター	 伊藤　真吾

O-481（D）	 傷害予防のためのパイロット調査
	……… 独立行政法人国立病院機構		長崎医療センター		救命救急センター	 高山　隼人

O-482（N）	 看護師が参加可能な外傷外科手術教育コースの確立を目指して
	 〜 SSTTコースの開発とその効果〜

	…………………………………………………大阪府立泉州救命救急センター	 加藤　京子
O-483（N）	 院内外傷看護コースを開催して		第一報

	…………………………………………聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院	 藤井美津子
O-484（N）	 院内外傷看護コースを開催して	第二報

	………………… 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院		救命救急センター	 田中　綾子
O-485（E）	 外傷患者に対する事後検証結果を地域にフィードバックする教育的資料作成の試み

	……………………………埼玉県東部地域MC協議会ワーキンググループ 3	 茅野　俊幸
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9：53 〜 10：41
一般演題

	 「外傷教育 2」
	 座長	 亀田総合病院		救命救急センター	 葛西　　猛

O-486（D）	 院内外傷初療ハイブリッドコース（mini-TEC）の開催について
	………………………………………… 徳島県立中央病院		救命救急センター	 三村　誠二

O-487（D）	 当院救命救急センターにおける acute	care	surgeon の現状
	…………………………………… 川口市立医療センター		救命救急センター	 小川　太志

O-488（E）	 カンボジア病院前救急医療体制の現実〜そこから学び得るもの〜
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 高山　祐輔

O-489（C）	 カンボジアにおける外傷教育を導入する必要性についての検討
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 曽根　悦子

O-490（E）	 愛知県外傷教育について
	……………………………………………………………………岡崎市消防本部	 稲垣　和人

O-491（E）	 あいち外傷テキストを作成して
	……………………………………………………………………小牧市消防本部	 日比野圭秀

10：46 〜 11：34
一般演題

	 「外傷四肢骨盤」
	 座長	 東京女子医科大学		救命救急センター	 武田　宗和

O-492（D）	 受傷直後に発症した深部静脈血栓の 1例
	……………………………………………………… 群馬大学		臓器病態救急学	 村田　将人

O-493（D）	 当院での骨盤，大腿骨骨折患者における深部静脈血栓症（DVT）の発生状況
	……………… 独立行政法人国立病院機構		仙台医療センター		救命救急部	 櫻井　睦美

O-494（D）	 80 歳以上の高齢者骨盤輪骨折の重症度別特徴の検討
	……………………………………………… 聖マリア病院		救命救急センター	 山下　　寿

O-495（N）	 右大腿不全断裂にV.A.C.ATS	Ⓡ治療システムを用い救肢し得た一例
	…………………………………………………大阪府立泉州救命救急センター	 小嶋　陽子

O-496（D）	 多発外傷に伴う大腿骨複合骨折の治療経験	2 例報告
	……………………………… 日本医科大学千葉北総病院		救命救急センター	 上西　蔵人

O-497（D）	 骨盤骨折に合併した閉鎖性大腿動脈圧挫損傷の 1例
	………………………………大阪市立大学医学部付属病院救命救急センター	 池田　武史

13：30 〜 14：10
一般演題

	 「外傷システム統計」
	 座長	 日本医科大学武蔵小杉病院	 黒川　　顕

O-498（D）	 外傷患者搬送のアンダートリアージ
	……………………………………………………………… 東京都立		墨東病院	 石井　桂輔

O-499（D）	 重症外傷症例におけるドクターカー搬送の有効性の検討
	…………………………… 山口大学医学部附属病院		先進救急医療センター	 金田浩太郎
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O-500（D）	 受傷機転からみた胸部外傷症例の検討
	……………………独立行政法人		労働者健康福祉機構		青森労災病院		外科	 境　　雄大

O-501（D）	 当院における鈍的外傷による心肺停止（CPA）症例の検討
	……………………………………………………大阪府三島救命救急センター	 柚木　知之

O-502（D）	 当院における外傷患者治療成績の検討
	……………………………………………………独立行政法人呉医療センター	 村尾　正樹

14：15 〜 15：11
一般演題

	 「外傷その他」
	 座長	 大阪府立中河内救命救急センター	 塩野　　茂

O-503（D）	 過去 8年間に当センターに搬入された脚立からの落下による外傷症例の検討
	………………………………………… 千葉県救急医療センター		集中治療科	 藤芳　直彦

O-504（D）	 当地域の救急医療システムが救命に寄与した胸椎破裂骨折に伴う大量血胸の一例
	………………………………………… 公立豊岡病院		但馬救命救急センター	 松井　大作

O-505（D）	 近年，当センターで経験した杙創 4例の検討
	……………………… さいたま赤十字病院		救命救急センター		救急医学科	 矢野　博子

O-506（D）	 臀部から右横隔膜下に至る杙創の一例
	……………………………… 札幌医科大学医学部		救急・集中治療医学講座	 諸原　基貴

O-507（D）	 小腸間膜損傷の 2例―TAEによる治療の有用性について
	……………………………………… 聖マリア病院	救命救急センター	救急科	 爲廣　一仁

O-508（D）	 外傷性小腸穿孔症例の検討
	……………………………………………………… みやぎ県南中核病院	外科	 小林　　実

O-509（D）	 当センター過去 10 年間における十二指腸壁内血腫症例の検討
	…………………………………………………大阪府立中河内救命急センター	 日野　裕志

15：16 〜 16：04
一般演題

	 「航空機救急搬送」
	 座長	 手稲渓仁会病院	救命救急センター	 奈良　　理

O-510（D）	 栃木県ドクターヘリ運航開始から 1年を経て
	………………………………………… 獨協医科大学病院		救命救急センター	 青木　秀和

O-511（E）	 遠隔地救急とヘリ搬送による搬送時間の短縮について
	………………………………………………………………………岡山市消防局	 仲元　晋吾

O-512（D）	 小児重症患者の民間旅客機搬送
	……………………………………… 国立成育医療研究センター		集中治療科	 青木　一憲

O-513（D）	 ドクターヘリにて転院搬送を行った帝王切開中に発症した
	 アナフィラキシーショックの一例

	…………………………………………………………… 小山記念病院		麻酔科	 光成　誉明
O-514（D）	 東京都島しょ医療機関より緊急航空機搬送された急性胆管炎・胆嚢炎の臨床検討

	……………………………………………………… 都立広尾病院		消化器内科	 小山　　茂
O-515（D）	 当院へのヘリコプター搬送例のまとめ

	……………………… 新潟市民病院	救命救急・循環器病・脳卒中センター	 熊谷　　謙
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9：00 〜 9：48
一般演題

	 「中毒 1」
	 座長	 兵庫医科大学		地域救急医療学	 吉永　和正

O-516（D）	 毒キノコ中毒により呼吸抑制・意識障害を合併した 1例
	………………………………………………… 高崎総合医療センター		救急科	 石綿　　翔

O-517（D）	 チョウセンアサガオ中毒の親子例
	……………………………………財団法人		倉敷中央病院	救急医療センター	 松窪　将平

O-518（D）	 急性トリカブト中毒の治療経験
	………………………… 公立大学法人福島県立医科大学		救命救急センター	 菅野　優紀

O-519（D）	 DHP（direct	hemoperfusion）を施行したパラコート中毒症例の検討
	……………………………… 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 田中　愛子

O-520（D）	 集学的治療で救命したパラコート /ジクワット中毒の 1例
	……………………………………………… 済生会熊本病院		救急総合診療部	 江口　善友

O-521（D）	 急性期の血液透析が有効であった有機リン中毒の 1例
	……………………………………………………… 群馬大学		臓器病態救急学	 反町　秀美

9：53 〜 10：41
一般演題

	 「中毒 2」
	 座長	 札幌医科大学附属病院		救急・集中治療医学講座	 今泉　　均

O-522（D）	 一酸化炭素中毒（CO）に対する高気圧酸素療法（HBO）について
	……………………………………………………… 戸田中央総合病院		救急科	 大塩　節幸

O-523（D）	 高気圧酸素治療装置を持たない救命救急センターにおける一酸化炭素中毒症例の現状
	………………………………… 名古屋第二赤十字病院		麻酔科・集中治療部	 安藤　雅樹

O-524（D）	 TS-1 大量服薬の治療経験の 1例
	……………………………… 埼玉医科大学		国際医療センター		救命救急科	 大谷　義孝

O-525（D）	 バルプロ酸，フルボキサミン大量服薬後に無顆粒球症から敗血症性ショックに至った症例
	…………………………………… 南和歌山医療センター		救命救急センター	 益満　　茜

O-526（D）	 SU薬による遷延性低血糖症にOctreotide が著効した一例
	………………………………………………… 済生会宇都宮病院		救急診療科	 斎藤奈津子

O-527（C）	 フェニトイン中毒症状により緊急入院を要した 2例
	………………………………………………………… 済生会熊本病院		薬剤部	 冨安　麻友

10：46 〜 11：34
一般演題

	 「中毒 3」
	 座長	 成田赤十字病院		救急・集中治療科	 中西加寿也

O-528（D）	 精神疾患を伴わない熱中症，水中毒の 1例
	………………………………………………… 高崎総合医療センター		救急科	 荻野　隆史
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O-529（D）	 シンナー中毒により低カリウム性四肢麻痺をきたした 1例
	……………………………………………………… 松阪中央総合病院		救急科	 玉井　康将

O-530（D）	 自殺企図目的で灯油を飲用した 1例
	………………………………………… 雄勝中央病院		内科／循環器科／救急	 鈴木　一郎

O-531（D）	 急性メチルアルコール中毒の一例
	…………………………………東邦大学医療センター大森病院救命センター	 冠木　敬之

O-532	 高齢者のホウ酸致死量誤食の一例
	…………………………………………………………… 聖マリア病院		救急科	 鈴木　晶子

O-533（D）	 中性洗剤の誤飲，誤嚥による重症気管支炎の 1例
	…………………………… 信州大学医学部付属病院		高度救命救急センター	 小澤　正敬

13：30 〜 14：18
一般演題

	 「感染症 1」
	 座長	 慶應義塾大学医学部救急医学教室	 佐々木淳一

O-534（D）	 第Ⅲ期破傷風において人工呼吸器管理を行わずに第Ⅳ期に移行し得た 1例
	…………………… 独立行政法人国立病院機構		長崎医療センター		救急科	 光成　健輔

O-535（D）	 破傷風での硫酸マグネシウム投与における安全性の検討
	…………………………………………… 済生会熊本病院		救命救急センター	 米満弘一郎

O-536（D）	 肺炎球菌抗原迅速検出キットを用いた髄液中抗原の検出が
	 髄膜炎診断に有用であった 1症例

	……………………………………………………… 公立昭和病院		救急医学科	 広瀬　由和
O-537（D）	 当院 ERにおける成人髄膜炎症例 52 例の検討

	…………………………………………………… 横浜労災病院		救急センター	 原　　真也
O-538（D）	 救急外来で診断した恥骨骨髄炎の 1例

	……………………… 新潟市民病院		救命救急・循環器病・脳卒中センター	 井上　重宏
O-539（D）	 MRSAによる頚椎・腰椎化膿性脊椎炎から敗血症性多臓器不全を呈した一救命例

	……………………………………… 山梨大学医学部		救急集中治療医学講座	 柳沢　政彦

14：23 〜 15：11
一般演題

	 「感染症 2」
	 座長	 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 鍬方　安行

O-540（D）	 治療開始翌日に脾臓摘出術を行った脾膿瘍の一例
	……………………………………………………… 草加市立病院		救急診療科	 南　　　和

O-541（D）	 重篤な脳膿瘍を合併した脾摘後劇症型感染症（OPSI）の 1例
	………………………… 公立大学法人福島県立医科大学		救命救急センター	 五十嵐　亮

O-542（D）	 Edwardsiella	tarda 感染により Septic	shock となった一救命例
	………………………………………………… 済生会宇都宮病院		救急診療科	 小倉　崇以

O-543（D）	 急激な経過をたどった肺炎球菌性電撃性紫斑病の一例
	……………………………………………………… 大阪警察病院		救命救急科	 布施　貴司

O-544（D）	 早期下肢切断によって救命したVibrio	vulnificus 感染症の一例
	…………………………………………………………… 聖マリア病院		救急科	 石原　　潤
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O-545（D）	 診断と治療に難渋した Stanford	A 型大動脈解離術後残存解離腔感染の 1例
	……………………………………………………… 公立陶生病院		救急診療部	 間所　佑太

15：16 〜 16：04
一般演題

	 「感染症 3」
	 座長	 帝京大学ちば総合医療センター		救急集中治療センター	 志賀　英敏

O-546（D）	 16 年前に置換した腹部人工血管の感染による敗血症を，
	 VAC療法で保存的に治療した 1例

	……………………………… 日本医科大学多摩永山病院		救命救急センター	 諸江　雄太
O-547（D）	 Vacuum	Assisted	Closure 治療システムが有効であった背部壊死性筋膜炎の 1例

	………………………………………… 東北大学病院		高度救命救急センター	 山内　　聡
O-548（D）	 透析施行中に急性心タンポナーデをきたした細菌性心外膜炎の一例

	…………………………… 大阪大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 廣瀬　智也
O-549（D）	 市中型MRSA感染による皮下膿瘍から敗血症性塞栓症を呈した一例

	…………………………… 信州大学医学部付属病院		高度救命救急センター	 大石　　奏
O-550（D）	 劇症型A群溶連菌感染症（TSLS）3 例の検討

	………………………………………………… 名古屋第二赤十字病院		救急部	 神原　淳一
O-551（D）	 軽症と思われた時点からプロカルシトニンが高値でその後重症化した 1例

	…………………………………………済生会熊本病院救急総合診療センター	 河野　浩之

第 10会場　2F　206 室

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「AED・PAD1」
	 座長	 武蔵野赤十字病院		救命救急センター	 須崎紳一郎

O-552（E）	 学校への BLS 教育導入検討委員会調査報告
	 学校指導用コンセンサスのあり方についてのアンケート調査

	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 高橋　宏幸
O-553（C）	 学校への心肺蘇生法教育普及の手法

	……………………………………… 国士舘大学体育学部		スポーツ医科学科	 中尾　亜美
O-554（N）	 岐阜市内における PAD症例の現状〜アンケート調査から〜

	………………………………………… 岐阜大学医学部附属病院		集中治療部	 林　　賢二
O-555（D）	 地方都市における PAD症例の現状	〜岐阜市 2年間の症例分析〜

	…………………………… 岐阜大学医学部附属病院		高度救命救急センター	 名知　　祥
O-556（D）	 スポーツ現場への心肺蘇生法普及活動

	………………………………………………大阪府立中河内救命救急センター	 岸本　正文
O-557（C）	 マラソン大会におけるAEDの適切な配置台数の検討

	…………………………………… 国士舘大学		体育学部		スポーツ医科学科	 白川　　透
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9：53 〜 10：33
一般演題

	 「AED・PAD2」
	 座長	 防衛医科大学校		救命救急センター	 池内　尚司

O-558（E）	 米英における一般人によるファーストレスポンダーの処置範囲，出場体制
	…………………………………………………………消防庁消防研究センター	 久保田勝明

O-559（E）	 米英におけるファーストレスポンダー体制について
	……………………………… 京都橘大学現代ビジネス学部		救急救命コース	 安田　康晴

O-560（C）	 ファーストレスポンダーの自力走行速度に関する研究
	……………………………………………………… 自治医科大学		医学研究科	 豊國　義樹

O-561（C）	 東京都多摩市 PADプロジェクトと市民への意識調査
	……………………………………… 国士舘大学大学院		救急システム研究科	 稲村　嘉昭

O-562（D）	 ペースメーカー上での電気的除細動により，
	 ペースメーカー本体の破損に至った稀な一例

	………………………………………………………市立島田市民病院　救急科	 松岡　良太

10：38 〜 11：18
一般演題

	 「救急搬送 3」
	 座長	 国立病院機構		横浜医療センター		救命救急センター	 山本　俊郎

O-563（N）	 地方民間病院におけるドクターカーの運用
	 〜社会復帰した溺水CPAの 1例を通して〜

	…………………………………………… 社会医療法人		陽明会		小波瀬病院	 浦野　奈奈
O-564（D）	 プレホスピタルで外科的気道確保を要した 6症例についての検討

	……………………………… 大阪府済生会千里病院		千里救命救急センター	 重光　胤明
O-565（N）	 新型ドクターカーを導入して
	 ―同乗する看護師にとって必要とされる能力―

	…………………………独立行政法人	国立病院機構		南和歌山医療センター	 星田　龍也
O-566（E）	 ドクターカーの現況調査について

	…………………………………………………………………長久手町消防本部	 伊藤　圭志
O-567（D）	 「意識なし」，「意識障害」の指令内容で出動したドクターカー症例の検討

	…………………………………日本医科大学付属病院高度救命救急センター	 和田　剛志

13：30 〜 14：18
一般演題

	 「中毒 4」
	 座長	 聖マリアンナ医科大学		救急医学教室	 平　　泰彦

O-568（D）	 γ - ブチロラクトンによる意識障害が疑われた 1症例
	……………………………………………………… 川崎市立川崎病院		救急科	 高橋　俊介

O-569（D）	 維持透析患者のバクロフェン中毒の一例
	……………………………………………………神戸大学	医学部		救命救急科	 村田　晃一

O-570（D）	 石灰硫黄合剤中毒の一例
	……………………………………………………… 仙台市立病院		救命救急部	 野上　慶彦
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O-571（D）	 繰り返す薬物多量服用による入退院の繰り返しに苦慮した症例
	……独立行政法人		労働者健康福祉機構		関東労災病院		救急・集中治療部	 田中幸太郎

O-572（C）	 救命センターにおける尿中乱用薬物分析キット INSTANT-VIEWの使用経験
	……………………………………… 大阪府立泉州救命救急センター		検査室	 久保田芽里

O-573（D）	 当院の急性薬物中毒症例の検討
	…………………………………………………… 名古屋市立大学病院		救急部	 服部　友紀

14：23 〜 15：03
一般演題

	 「環境 1」
	 座長	 医療法人財団大樹会総合病院		回生病院		救急センター	 関　　啓輔

O-574（D）	 熱中症入院症例の検討
	…………………………………………… 石巻赤十字病院		救命救急センター	 小林　正和

O-575（D）	 当院高度救命救急センターに搬送された重度熱中症 3年間の検討
	…………………………………日本医科大学付属病院高度救命救急センター	 関　厚二朗

O-576（D）	 当院救急外来を受診した熱中症症例について
	…………………………………………………………… 市立豊中病院		救急科	 明石　浩嗣

O-577（D）	 当院救命救急センターに搬送された熱中症症例の検討
	……………………………………………… 北里大学		医学部		救命救急医学	 服部　　潤

O-578（D）	 3 度熱中症に続発したDIC に対し
	 リコンビナントトロンボモデュリン（rh TM）を使用した 2症例

	…………………………………札幌医科大学医学部救急・集中治療医学講座	 相坂和貴子

15：08 〜 15：56
一般演題

	 「環境 2」
	 座長	 山近記念総合病院		介護老人保健施設わかば	 茂木　正寿

O-579（E）	 寒冷環境下での救急事案のピットフォールと
	 プレホスピタルにおける活動のポイント

	………………………………………………………………………神戸市消防局	 岡田　英俊
O-580（C）	 プレホスピタルにおける低体温症例患者の体温変化について

	…………………………………………… 東亜大学医療学部		救急救命コース	 中田　敬司
O-581（D）	 偶発性低体温症の復温に対する血液浄化の必要性の検討

	…………………………愛知厚生連		海南病院	集中治療部・救急部・麻酔科	 田村　哲也
O-582（D）	 当院における低体温症 26 例の検討

	………………………………………… 広島大学病院		高度救命救急センター	 鈴木　　慶
O-583（D）	 血液検査からみた浴槽内CPAの臨床的特徴

	………独立行政法人		国立病院機構		横浜医療センター		救命救急センター	 山本　俊郎
O-584（D）	 偶発性低体温症に合併した急性腸間膜動脈閉塞症の一例

	………………………………… 順天堂大学医学部附属浦安病院		救急診療科	 平野　洋平



日臨救医誌（JJSEM）2011；14：124-82180

第 11会場　2F　207 室

9：00 〜 9：40
一般演題

	 「救急搬送 1」
	 座長	 兵庫県立西宮病院救命救急センター	 杉野　達也

O-585（D）	 救急車収容不能事例の検討
	…………………………………………… 東京慈恵会医科大学		救急医学講座	 杉浦真理子

O-586（E）	 病院前救護における蘇生拒否事案に対する取り組み
	…………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科	 松山千恵美

O-587（D）	 多数医療機関に救急車受け入れ拒否された（たらい回し）症例の検討
	……………………………………………自治医科大学さいたま医療センター	 八坂　剛一

O-588（D）	 救急外来再受診症例の検討
	………………………………………………… 横浜市立大学附属病院		救急部	 内山　宗人

O-589（D）	 当院 ERにおけるいわゆる見逃し症例の検討
	…………………………………… 刈谷豊田総合病院		麻酔科救急集中治療部	 佐野　文昭

9：40 〜 10：20
一般演題

	 「救急搬送 2」
	 座長	 三重大学医学部附属病院		救急科	 武田　多一

O-590（E）	 当局における救急搬送の現状について
	 〜照会 4回以上で 3次に搬送された重症 22 症例の検討〜

	……………………………………………………………………佐賀広域消防局	 田原　則夫
O-591（E）	 終末期医療を含む在宅療養患者の救急活動について

	……… 久留米広域市町村圏事務組合		久留米広域消防本部		久留米消防署	 松山　祐二
O-592（N）	 救急外来における精神科救急患者の調査の分析

	……………………………………………………… 長野赤十字病院		救急外来	 竹内　ミカ
O-593（D）	 消防職員に対するうつ病等スクリーニングのための質問票の比較
	 ―CES-D と K10 の得点比較―

	………………………… 鳥取大学	医学部		社会医学講座		健康政策医学分野	 細田　武伸
O-594（N）	 鎮静目標・鎮静剤増減の指示の導入〜有効な鎮静による自己抜管回避につとめて〜

	………………………………………………… 健和会大手町病院		ICU・HCU	 渡邉　恵理

10：25 〜 11：55
特別企画 3　SP3

	 「救急医療における認定薬剤師の誕生と未来」
	 座長	 東邦大学医療センター大森病院		薬剤部	 西澤　健司
	 	 昭和大学病院		薬剤部	 峯村　純子

SP3-1（C）	 救命救急センターにおける薬剤師の実態調査
	…………………………………………………………… 昭和大学病院		薬剤部	 峯村　純子
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SP3-2（C）	 救急認定薬剤師への期待	〜救急医療に携わる薬剤師の立場から〜
	……………………………………… 日本大学		医学部附属板橋病院		薬剤部	 中馬　真幸

SP3-3（C）	 高知医療センターにおける薬剤師による救急医療支援業務
	……………………………………………………… 高知医療センター		薬剤局	 田中　　聡

SP3-4（C）	 二次救急病院での ICU病棟担当薬剤師の役割
	…………………………………………………………生長会	府中病院		薬剤部	 戸井　千紘

SP3-5（C）	 救急認定薬剤師に期待される役割
	………………………………………… 東京医科大学病院		救命救急センター	 織田　　順

SP3-6（N）	 救命救急センターで薬剤師に期待すること
	…………………………………… 国立病院機構		大阪医療センター		看護部	 前田　梨佐

14：30 〜 16：30
外部企画

	 「2011	ECPR	forum」
	 	 駿河台日本大学病院		臨床工学技士室	 三木　隆弘
	 	 国立循環器病センター		臨床工学部	 林　　輝行
	 司会	 札幌医科大学附属病院		臨床工学部	 加藤　　優

第 12会場　2F　201・202 室

9：00 〜 9：48
一般演題

	 「救急医療研究その他 1」
	 座長	 静岡済生会総合病院		救命救急センター	 東岡　宏明

O-595（D）	 新しい気道確保器具	air-Q	の紹介
	………………………………………………………………大阪南医療センター	 太田　権守

O-596（N）	 骨髄輸液針「骨髄内インフュージョンニードル」と「Bone	Injection	Gun」体験後の比較
	………… 埼玉医科大学国際医療センター		看護部		救命救急センター ICU	 深井　和美

O-597（C）	 経皮的一酸化炭素モニター（Rad57）の SpMet 値の有用性について
	………………………社会医療法人		雪の聖母会		聖マリア病院		臨床工学室	 中島　正一

O-598（C）	 気管挿管時の筋電図による運動力学的研究
	…………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科	 後藤　　奏

O-599（N）	 PCPS 学習における実態調査と今後の展望
	…………………………………………………………………健和会大手町病院	 江口　智行

O-600（N）	 PCPS 装着例に対する体位交換は不要かもしれない
	………………………………………………… 済生会横浜市東部病院		看護部	 中村　教路
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9：48 〜 10：36
一般演題

	 「救急医療研究その他 2」
	 座長	 社会福祉法人康和会	介護老人保健施設		ろうけんくがやま	 高橋　愛樹

O-601（C）	 薬剤師を対象とした心肺蘇生に関するアンケート調査
	…………………… 独立行政法人国立病院機構		東京医療センター		薬剤科	 海老原卓志

O-602（D）	 当院における院内緊急コール体制の実際	〜 4 年間全 261 例を振り返って〜
	……………………………… 愛知県厚生農業共同組合連合会		安城更生病院	 寺西　智史

O-603（C）	 閉鎖空間における救助活動についての検証・研究
	………………………………札幌市消防局豊平消防署警防課豊平高度救助隊	 富田　常之

O-604（E）	 新千歳空港における緊急着陸傷病者対応について
	…………………………………………千歳市消防本部救急指令一課救急一係	 岩崎　浩一

O-605（D）	 For	Whom	the	Medical	Rally	Is	Held	
	 〜第 5回北海道メディカルラリー運営に携わって〜

	……………………………………………… 市立函館病院		救命救急センター	 岡本　博之
O-606（E）	 発展途上国に救急救命制度を〜傷跡残るカンボジア〜

	…………………………………………… 胆振東部消防組合		消防署安平支署	 若松　　淳


